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Coprecipitation of lead ions with aluminium hydroxide was investigated 
using ammonium hydroxide or sodium hydroxide as precipitant. In this 
study， precipitate of aluminium hydroxide was usually prepared direct1y in 
the solution containing lead sa1t， but in some case， it was preformed and 
lead sa1t solution was added to it later on. The relation between percentage 
of lead coprecipitated and pH value of solution was investigated in detail. 
E百ects of concentrations of aluminium sa1t， lead sa1t. and ammonium salt 
were also examined. The amounts of lead in precipitate or fi1trate were 
determined polarographically. 
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共沈現象についての基礎的知見を得るため，種々の
金属イオンの水酸化アルミニウムに対する共沈につい
て一連の研究を行なってきたが，今回は鉛 Cn )イオ
ンの場合について検討した。すでに銅(n )l，ニッケ
ル Cn )2)その他のイオンの場合3)にみられたように，
水酸化アルミニウムに対する鉛イオンの共沈も溶液の
pHの影響を強く受けるものと考えられるので， この
点については特に詳細に調べた。
鉛標準溶液: 再結晶法によって精製した塩化鉛
( n )を用いて 1x 10-4Mの溶液を調製し徴塩酸酸性
にたもった。
溶液のpHの調整には塩酸，アンモニア水一塩化ア
ンモニウムまたは水酸化ナトリウム一塩化ナトリウム
を用いた。アルミニウム塩およびアンモニウム塩等の
濃度の影響も相当考えられるのでこれについても検討
した。なお予め調製した水酸化アルミニウムを担体と
して鉛イオンを共沈させ，上記の場合と比較検討し
た。
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アルミニウム塩溶液: 試薬特級塩化アルミニウム
または硫酸アルミニウムを用いて2.5x10-3M溶液を
調製し，それぞれ徴塩酸または微硫酸酸性にたもっ
た。
その他: 塩化ナトリウム，塩化アンモニウム， ア
ンモニア水.水酸化ナトリウム，塩酸，硝酸などは特
級品をそのまま用いた。
2・2装置
pHの測定: 東亜電波工業HM-5ApHメーターを
用いた。
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ポーラログラムの作製: 柳本pA-202高感度ポー
ラログラフを用いた。
2・3実験法
100mlビーカー中の鉛(n )塩，アルミニウム塩お
よび塩化アンモニウム(または塩化ナトリウム)の混
合溶液に適量の水を加え，これに0.1.1. または 6
Nのアンモニア水(または水酸化ナトリウム溶液)の
適量をピペットを用いて加え，全容100mlになるよう
にした。このようにして得た種々のpH値をもっ溶液
を10分間湯浴上で加熱したのち.25士0.10Cの恒温槽
中に一定時間たもってから溶液のpHを測定し，東洋
櫨紙No.5Aまたは 5Cを用いて沈殿を櫨過した。沈殿
中の鉛の定量には，沈殿に 5N HN0310mlを注いで溶
解した液に0.1%ゼラチン 5mlを加えて全容を50mlに
したものについてポーラログラフ法を適用した。一方
漉液中の鉛の定量にはこれを湯浴上で蒸発乾固したの
ち5N HN0310mlを用いて溶解したものについて同様
にしてポーラログラフ法を適用した。
3 実験結果および考案
3・1 支持電解質の選択
ポーラログラフ法によって鉛の定量を行なう際に用
いる支持電解質として.塩酸，硝酸，塩化カリウム，
硝酸カリウム，酒石酸ナトリウム等を使用したとこ
ろ，塩酸と硝酸とが明瞭な波を示し，特に硝酸は感度
もいちじるしく良好であった。よって以後の実験には
硝酸を用いることにした。
3・2 鉛の検量線
5 x 1Q-6M PbCb溶液 1-20mlを50mlメスフラスコ
にとり 5N HN0310ml. 0.1%ゼラチン 5mlを加え
て標線まで希釈し，液の一部をとって鉛のポーラログ
ラムを求めて検量線を作製した。その結果は図 lにみ
られるように鉛イオンの濃度と波高とはよく比例して
L 、fこ。
3・3 共沈率の経時変化
溶液中の鉛 (n) イオン，アルミニウムイオン，塩
化アンモニウムの濃度ならびにpHを一定にして250C
の恒温槽中に30分ないし48時間放置して，水酸化アル
ミニウムに対する鉛の共沈率の時間的変化を調べた。
それによると一般に共沈率は熟成時間の増加につれて
増大するが，やがて一定値に達する傾向を示したり。
例えば5x 10-7M PbCl2• 2.5 x 10-4M AlCb. 2 x 102 
P身。
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図 1 鉛の検量線
1 N HN03. 0.01%ゼラチン.250C 
ピーク電位一O.34Vvs. Hg pool 
MNH4Clの場合. 6 -24時間の範囲で共沈率はほぼ一
定であった。本実験では熟成時間を普通 8時間とし
た。
3・4 pHの影響
水酸化アルミニウムに対する金属イオンの共沈率に
最も大きな影響を与あると考えられるのは溶液のpH
であるので，本実験においてもこの点について詳細に
検討した。まず表 lはアルミニウム塩として硫酸塩を
用いた場合であるが，共沈率はpH7.5-8.5で最大値
を示し.この領域をはずれると急激に減少している。こ
の模様は一層はっきりと図 2に示されている。つぎに
表2はアルミニウム塩として塩化物を用いた場合であ
るが，最大共沈率がやや低い点を除き上と同様の傾向
を示している。以上はpHの調整にNH40H-NH4Clを
表 1 pHの影響
5 X10-7M PbCh. 2.5xlQ-4M Al2(S04}J， 2 xlQ-2M 
NH4Cl. 250C 
pH 共沈率.% pH 共沈率.%
4.0 16 8.0 98 
4.5 25 8.5 96 
5.1 35 9.1 92 
5.4 42 9.6 91 
6.1 74 10.1 85 
6.6 86 10.6 7 
7.0 90 11.4 63 
7.5 95 
表2 pHの影響
5 xlQ-1M PbClz. 2.5x10-4M A12CS04)3. 2 xlQ-2M 
NH4Cl. 250C 
pH 共沈率.%
4.0 16 
4.5 25 
5.1 35 
5.4 42 
6.1 74 
6.6 86 
7.0 90 
7.5 95 
pH 共沈率.%
8.0 98 
8.5 96 
9.1 92 
9.6 91 
10.1 85 
10.6 7 
11. 4 63 
表 3 pHの影響
5 x 10-1M PbClz• 2.5 x 10-4M AhCS04}l. 2 x 10-1M 
NaCl. 250C 
pH 共沈率.%
3.9 7 
4.5 26 
4.9 28 
5.5 38 
6.1 76 
6.5 85 
7.1 93 
7.4 93 
pH 共沈率.%
7.9 96 
8.4 93 
9.0 90 
9.5 87 
10.1 85 
10.4 83 
11. 6 76 
12.0 75 
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図2 pHの影響
5 x 10-7M PbCl z• 2.5 x 1O-4M AlzCS04)3. 250C 
O … 2 x 10 -2M NH4Cl 
.… 2 x lQ-IM NH4Cl 
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用いた場合であるが，つぎにNaOH-NaClを用いた場
合の結果を表3および図3に示す。これによると共沈
率は表 1の場合よりもやや高く，またアルカリ性側に
おける共沈率の減少がややゆるやかである。
3・5 アルミニウムイオン温度の影響
他の条件を一定にしておきアルミニウムイオンの濃
度だけを変化させたとき図4の結果が得られた。すな
わちアルミニウムイオン濃度の増大につれ共沈率はし
だいに増すが，その割合いは最初は急に，のちしだい
にゆるやかとなり，ついには一定値に達した。ただし
それ以上を越えるとかえって低下する傾向がみられ
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図 3 pHの影響
5 x 10→7M PbC12 • 2.5 x 1Q-4M A12(S04)3. 250C 
O … 2 x 10-zM NaCl 
.… 2 x 10-IM NaCl 
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図4 アルミニウムイオン濃度の影響
5 x 1Q-1M PbCh・2x 10-2M NH4Cl. 250C 
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た。これは温度およひ。pHが一定のとき，一定量の鉛
( I)イオンを共沈させるためには一定量以上の水酸
化アルミニウムの存在が必要であるが，あまり多過ぎ
るときは沈澱の一部が溶けきれないで残るためである
と考えられる。
3・6 塩化アンモニウム濃度の影響
他の条件はすべて同一にしておき塩化アンモニウム
の濃度だけを変化させたとき表5の結果が得られた。
これによると塩化アンモニウム濃度が比較的小さい聞
は共沈率の減少はゆるやかであるが，ある程度 (0.5
M)以上になると共沈率は急激に減少した。共沈率を
充分大きくするためには塩化アンモニウムの濃度を低
100 
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くおさえることが必要なわけである。このことは図 図5予め調製した水酸化アルミニウムを用いたときの
2. 3にも示されている。 pHの影響
5 x 10-7M PbC12・2x 10-
2M NH4Cl. 250C 
3 •7 予め調製した水酸化アルミニウムに対する鉛
共沈率とpHとの関係
前項までとは異り水酸化アルモニウムの沈殿を予め
調製しておき，あとから鉛(I )イオンを加えた場合
について共沈率とpHとの関係を調べた。まず50mlの
遠心沈殿管内で 1x 1Q-2M AICh10ml. 2 N HCl1 0 m 1 
および 1N NH40H 25mlを混合することによってつく
った水酸化アルミニウムの沈殿を母液とともに 2000
rpm.3分間の遠心分離処理にかけて上澄液を静かに 5 x 1Q-7M PbC1 2• 1 X 10-3M AIC13. 
除去し，新たに水40mlを加えてよくふりまぜて洗浄 2 x 10-2M NH4Cl 
した。以上の遠沈と洗浄とを 3回ずつ繰り返すと上澄 口ー--_..- 200C 
液は全くアンモニア分を含まないようになった。別に 一一ーベ〉一一一 250C
100mlビーカー中にとった 5x 10-6M PbCh. 0.2M • 350C 
NH4Cl 10mlの混合溶液に適量の水とアンモニア水とを
加え，上記操作によって調製した水酸化アルミニウム
表4 塩化アンモニウム濃度の影響
5 x 1Q-7M PbCh. 2.5 x 104M Ah(S04)3・ pH与 8.
250C 
CNH4Cl). M 10.01 0.04 0.08 0.1 0.2 0.5 1. 0 1. 5 2.0 
共沈率.~197 97 96 95 95 93 89 7 60 
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図6 温度の影響
ヘν 
の沈殿を水とともに流し入れて全容を100mlとしたの 3・8 沈殿熟成温度の影響
ち.2・3の方法によって鉛の共沈率を求めた。図5に 共沈率に対する熟成温度の影響を調べるため.250C
示すとおりこの場合の共沈率も3・4の場合同様. pH 以外の温度 (15.20. 35. 400C) で同様の実験を行
7.5-8.5の領域で最も大きく最高100%に達した o な なった。得られた結果の一部を図6に示す。すなわち
おこの場合アルカリ性側における共沈率の減少度がゆ 共沈率に対する温度の影響はあまり認められなかった
るやかである理由については最初のアルミニウムイオ が，ただ高温になるほど.共沈率がわずかに増大する
ン濃度の大きさなどの影響を考慮する必要があると思 こと，最大共沈率を示すpH値がわずかに酸性側に移
われる o ることなどがみられる。ただし高温の場合ほど共沈率
はすみやかに平衡値に達した。
4結語
水酸化アルミニウムに対する鉛(1 )イオンの共沈
率に影響を与える諸要因について検討した結果. 1 x 
10-7 -1.8 x 1O-6Mの濃度の鉛(1 )イオンがpH7.5-
8.5の領域で100%共沈することがわかった。なお鉛の
定量はポーラログラフ法によった。
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